
　
共
同
研
究
室

閉
和
五
三
年
度
第
四
回
研
究
会
（
六
月
三
十
日
）

▼
テ
ー
マ
　
杜
会
ｔ
携
経
済
管
理
構
造
の
多
様
性
を
う
み
だ
す
も
の

　
　
　
　
ー
ソ
連
・
ユ
ー
ゴ
ー
・
ハ
ソ
ガ
リ
ー
・
ポ
ー
ラ
ソ
ド
を
比
較
し

　
　
　
　
て
ー

　
報
告
者
　
芦
田
文
夫
氏

昭
和
五
三
年
度
第
五
回
研
究
八
ム
（
七
月
七
Ｈ
）

▼
テ
ー
マ
　
京
都
に
お
げ
ろ
老
舗
の
経
営
哲
学

　
報
告
者
　
足
立
政
男
氏

　
報
告
要
旨
　
先
祖
代
々
ひ
と
っ
の
宗
業
を
営
み
、
そ
の
暖
簾
を
守
っ

て
同
一
町
内
に
四
百
二
十
余
年
も
永
続
し
、
継
承
さ
れ
て
今
日
に
至
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
そ
う

し
か
も
、
京
友
禅
と
い
え
ば
千
総
、
千
総
と
い
え
ば
京
友
禅
と
、
業
界

は
も
ち
ろ
ん
、
口
木
国
巾
の
一
般
顧
客
の
あ
い
だ
で
そ
の
名
声
を
う
た

わ
れ
、
遂
に
世
界
的
に
も
そ
の
逸
品
が
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
株
式
会

杜
千
総
（
当
主
十
四
代
西
村
纏
左
ヱ
門
家
）
の
経
営
哲
学
に
つ
い
て
分

析
し
、
発
表
し
た
。

一
、
正
々
堂
々
、
正
直
正
路
の
経
営

　
　
　
　
共
同
研
究
室

二
、
質
素
、
倹
約
の
経
営
哲
学

三
、
家
業
第
一
主
義
の
経
営
哲
学

四
、
木
家
第
一
主
義
の
経
営
哲
学

五
、
慎
重
で
用
心
深
い
経
営
哲
学

六
、
宥
坐
之
器
の
経
営
哲
学

七
、
商
い
は
牛
の
よ
だ
れ
の
経
営
哲
学

八
、
品
質
一
筋
の
経
営
哲
学

九
、
進
取
、
開
発
、
創
造
の
経
営
哲
学

十
、
三
方
よ
し
の
経
営
哲
学

十
一
、
和
合
団
結
の
経
営
哲
学

十
二
、
天
に
宝
を
積
む
経
営
哲
学

　
以
上
の
経
営
哲
学
を
ル
ー
ツ
に
し
た
（
株
）
千
纏
の
経
営
は
愈
々
そ
の

実
績
を
あ
げ
、
京
都
の
伝
統
産
業
の
保
持
と
振
興
の
旗
手
と
し
て
、
益

々
繁
栄
Ｌ
て
い
る
こ
と
を
、
史
実
と
当
主
の
証
言
を
基
に
し
て
発
表
し

た
。

一
八
五
（
六
〇
一
）


